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【要  旨】  
ATP-binding cassette トランスポーター 11(ABCC11)は 5-FU の細胞外への排出
に関与している。今回、大腸癌における ABCC11 蛋白発現の意義を明らかにする
ことを目的に検証した。対象は結腸癌切除 139 症例 (2009 年から 2011 年 )で、
切除標本を抗 ABCC11 抗体で免疫組織染色し臨床病理学的因子、予後との関連を
分析した。対象は男性 67 名、女性 72 名で、年齢中央値 70 歳であった。ステー
ジ（ 0/1/2 / 3a / 3b / 4）と Cur（ A / B / C）の割合は、 4/20/43/35/7/30
と 109/11/19 であった。 ABCC11 蛋白の発現陽性は 139 例中 31 例（ 22.3％）に
認めた。  ABCC11 蛋白発現は年齢、性別、局在、血清腫瘍マーカー値、 T 因子、
リンパ管浸潤、およびステージと有意な関連はなかったが、陰性例でリンパ節
転移例、静脈浸潤例、治癒切除不能症例が多かった。3 年無病生存率、5 年全生
存率 (OS)はステージ 2/3 症例と補助化学療法を施行したステージ 3 症例では蛋
白発現の有無で有意差はなかった。しかし、全症例での OS は陽性例 96.2％、
陰性例 81.1％で陰性例の OS が有意に不良であった (p=0.0248)。大腸癌におけ
る ABCC11 蛋白発現の意義は、発現陰性例でリンパ節転移、静脈浸潤、根治度と
深く関与し、治癒切除不能例も多いことが予後に関与する可能性が示唆された。 
